
公民  1 0 中 3  社会 ふつう  その 1 こたえ

自由権
名前
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現代社会 憲法 政治 経済 国際社会 これから

今
日
の
問
い

憲法は、国家から人々の自由をどのように守っているのだろう。
語群はありません。習ったことを思い出して書こう。

1 語句を書く 〔　〕に当てはまる語句を書きなさい。

1 財産権は、公共のために使う場合には のもとで制限できる。

2 自白を強いる や残虐な刑罰は、憲法で禁止されている。

3 逮捕には、原則として裁判官の出す が必要である。

4 研究や発表を国の干渉から守る自由を という。

5 集会・結社・出版などで考えを外に表す自由を という。

6 不当に捕らえられたり罰せられたりしない自由を という。

2 正しいか、まちがいか 正しければ○、まちがいなら×を○で囲み、下線の部分を直しなさい。

7 被疑者や被告人は、弁護人を依頼する権利をもつ。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと…

8 思想・良心の自由は、憲法の第25条に定められている。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと…

9 拷問は、憲法で禁止されている。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと…

10 黙秘権とは、自分に不利なことを話さなくてよい権利である。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと…

3 選んで答える 正しいものをア〜エから選んで、記号を( )に書きなさい。

11 経済活動の自由として、正しいものを選びなさい。　( イ )

ア 何を考え信じるかを決める自由 イ 居住・移転・職業選択の自由

ウ 不当に捕らえられない自由 エ 研究や発表の自由

12 身体の自由を守るしくみとして、正しいものを選びなさい。　( イ )

ア 職業を自由に選べる イ 逮捕には原則として裁判官の令状が必要である

ウ 集会や出版が自由にできる エ 財産を自由に使える

できた / 12

正当な補償

拷問

令状

学問の自由

表現の自由

身体の自由

第19条

chiritsumo-drill.com
ほかの プリントは こちら

ちりつもドリル
学校・家庭・塾・教室での印刷と配布は自由です。ウェブへの掲載・販

売はできません。
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